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自然と地域を活かす造園の知恵と技術
造園力による防災・減災、地域活性化への展望
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紀
き べ

倍神社のオニヒバ
　　　　　　　　　　福井県指定天然記念物

【福井県坂井市春江町木部西方寺・紀倍神社】
　樹　種：ヒノキ
　主　幹： 目通り 3.1 ｍ
　樹高約：15 ｍ
　枝張り：東西 21 ｍ、南北 15 ｍ
　樹　齢：400 年以上
　紀倍神社鳥居脇の「オニヒバ由来記」によると、大昔この辺
りは湿地帯で、水鬼と呼ばれる怪物が出没して農民を困らせて
いたのを、水鬼討伐隊に比叡山の僧侶隊も加勢し退治したのが
1200 年ほど前。水鬼を葬った塚に植えたヒノキは信長の異神
仏焼払いで焼失し、今境内にあるヒノキは焼跡に植えた２代目
であると書かれている。
　地上３m くらいから４本に幹分かれして上に伸びている。葉
の付きも悪く枝枯れも目立つ老木だが、福井県にはヒノキの巨
木は少ない。　　　　　　　　　　　　　　　　（福井県支部）
参考「ふくいの巨木」小林則夫編（福井県自然保護センター 1992.3 発行）
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。
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野村　将来展望の話も出ていますが、災
害体験からの課題はいかがですか。
石出　平成 7年の阪神・淡路大震災で防
災意識が広がったと思います。しかし、
どんな災害かは起きるまで分かりませ
ん。
　東日本大震災の時に、見晴らし台から
ヘリコプターで救助された映像が何回も
出てきました。あれは弊社で指定管理を
している荒浜の海岸公園で、災害時に避
難する場所はここですと防災訓練をして
いても、公園は誰が利用しているか分か
りません。海に近づかないでと言ってい
るのに、浜辺の公園に行ってしまったり、
人は決まった行動をせず、マニュアルや
訓練とおりにいかないことがたくさんあ
ります。
　災害時に欠かせないのは、判断力と行
動力で、それを養うのは経験です。訓練
とおりにはいきませんが、過去の災害や
日頃からいざというときを想定しておく
ことが大事です。造園の人は、山やキャ
ンプが好きな人も多く、自然にも敏感で、
こうした知識や経験が役に立ちます。
　災害は、季節も昼夜も問いません。防
災の日の訓練が全国的に行われています
が、時間や季節を変えて行うことで見え
てくるものもあります。公園に泊まろう
というイベントもしていますが、そうい
うことがいざというときに役立ちます。
　また、震災を振り返って、一番困るの

は水です。公園の水道なども使えなくな
るので、井戸を掘り手押しポンプの設置
や、夏は木陰がないととても過ごせない
ので、広場的でありながらも緑陰が得ら
れるようなしつらえも大事です。
　こうした公園のソフトとハードを一体
的に考えられるのが造園だと思います。
正本　いつも台風災害は怖いと思ってい
ましたが、十数年は直撃を受けていませ
んでした。平成30年 7月 6日の大雨は、
広島県だけでなく、広域災害となりまし
た。その日はダンプで走っており、目の
前の斜面が崩れ、巻き込まれそうになり
ながら会社に戻りました。
　平成 26 年 8月の土砂災害は地域限定
しでした。市民ボランティアの方々も大
勢おり、土砂の袋詰などの作業は進んで
いましたが運ぶ手がおらず、狭いところ
に入っていく作業を得意とする造園業界
がミニショベルやキャリアカー、軽ダン
プを拠出・対応しました。
　しかし、今回の災害は造園業界にとっ
てメンテナンスの超繁忙期である 7月
で、被害も広範囲に及び、緊急対応が大
変困難な状況でした。今後、災害時には、
メンテナンス業務は後回しにしていいな
ど、行政との契約形態の見直しも必要と
考えます。
　まだ、災害の復旧が完全にできていな
い中で、除草や高木剪定などを行ってい
る光景は異様でした。業務をまっとうし

実体験から得た課題と改善に向けて
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　激化する気候による豪雨、地震などによる災害が多発し、安全・安心の確保から
社会資本の保全や見直しが進められています。造園建設業は、避難地や復旧の拠点
となる公園緑地の整備・管理を日頃から行い、自治体との防災協定など、非常時の
対応も担っています。さらに近年は、グレーインフラからグリーンインフラへの転換、
" 絆 " コミュニティの形成が求められ、企画・提案から管理・運営を通じて、より良
い地域づくりに取り組んでいます。こうした中、座談会では、「自然と地域を活かす
造園の知恵と技術」をテーマに、「造園力による防災・減災、地域活性化への展望」を語っ
ていただきました。その概要を紹介します。

大震災を経験しました。橋の上であま
りの揺れに車を出てガードレールにしが
みつき、日本が沈没するのではないかと
思ったほどでした。災害対応などは流れ
の中で話せればと思います。
落合　ランドスケープコンサルタンツ協
会や都市緑化機構・防災研の立場から、
参加させていただいたと思いますが、総
合コンサルの日本技術開発を経て、平成
29年に今の会社を起業しました。
　前の会社は土木が主力でしたが、ラン
ドスケープにも力を入れ、防災公園など
の設計をしていました。その頃から造園
は防災より減災だと思っており、近年、
減災の考え方が普及し、造園の活躍を期
待する一方で、他の分野に埋もれてしま
うのではないかと心配もしています。
　防災研は、平成 7年の阪神・淡路大震
災の直後、防災的な取り組みを活発化さ
せようと発足し、現在、会員 15社とピー
ク時の 3分の 1です。これは、一定の役
割を果たし、成果が普及、一般的なこと
になってきたからだと思っていますが、
一般的になったところで、どう取り組む
かが課題で、後でお話したいと思います。
藤田　北九州の小倉から来ました。福岡
県支部長、国際委員会副委員長として、
楽しく活動していますが、学生時代は京
都にいたものの造園出身ではなく、庭園
はデートで行っただけでした（笑）。
　経済学部出身ということもあり、私は
「世のため人のためになるビジネス」が
大事だと思っています。公共造園であれ
ば、整備から管理まで原資は税金で、私
たちの仕事は十分に社会還元されていま

す。しかし、インバウンドの方々が訪れ
る場所づくり、医療費が増大する中で予
防にもなる空間づくりなど、もっとでき
ます。
　地元の災害は台風と大雨対策がほとん
どです。被災や喪失した社会資本や環境
の回復は、多額の税金を投入することに
なって大変です。造園が提案している減
災は、初期投資は必要ですが、その予防
になり、結果、トータルコストを下げら
れます。
　グリーンインフラという言葉が聞かれ
なかった十数年前から、北九州市ととも
に LID（低影響開発）に取り組んできた
ので、後でお話できればと思います。
正本　中国総支部長、事業委員長をして
います。普段の仕事は、経営から営業兼
現場、ボランティア、小学校での指導な
ど、いろいろ携わります。
　日造協のポスター「造園の仕事」で災
害復旧の写真がありますが、これは広島
の水害復旧の様子です。こうした復旧・
復興は、どうしてもしなければならず、
誰もが納得する業務ですが、いかに生活
への影響を少なくするかという減災への
取り組みが大事です。今日は、そのあた

りの話を深めていければと思います。
丸山　防災体験ができる東京臨海広域防
災公園に勤め、年間 30 万人の方に来て
いただいています。この公園は、非常時
に国の緊急災害現地対策本部などになる
ため一般の避難場所にはならないという
特殊な公園です。
　災害の実体験はなく、阪神・淡路大震
災は中学生のときで、その時の衝撃は覚
えています。座談会は初めてなので、皆
さんのお話を聞きながら、勤務先での取
り組みなどをお話できればと思います。
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野村　今日は、災害体験から、将来展望
までお聞きしたいと思いますが、まず、
自己紹介と今回のテーマと関連した体験
を少しお話いただければと思います。
荒井　事業委員会人材育成部会に参加し
ています。そのほか、造園学会の企画委
員、日本自然保護協会の自然観察指導員
をしており、会社では営業企画部にて、
官民問わず、お客様への技術提案などを
行っています。
　災害の体験は、東日本大震災のとき、
会社に一晩泊まったくらいですが、趣味
の渓流釣りで山に入ることがあり、沢の
増水で怖い思いをし、自然のありがたさ
と怖さは実感しているつもりです。
　また、本日は首都圏に勤務する者の立
場でも発言できればと思います。
石出　マツやマキの仕立物の生産地であ
る千葉県八日市場の生産者の家に生ま
れ、ずっと造園関係の人生になります。
　縁あって仙台で会社を経営し、東日本
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			   （公財）都市緑化機構　防災公園とまちづくり共同研究会運営委員長）

         藤田　良司 氏　㈱九州造園（福岡県支部長、国際委員会副委員長）

         正本　 大   氏　みずえ緑地㈱（中国総支部長、事業委員長）

         丸山　浩司 氏　西武造園㈱（東京都支部、東京臨海広域防災公園管理センター長）

（司会）  野村　徹郎  　 （一社）日本造園建設業協会 技術・調査部長

　オブザーバー： 和田 新也  （一社）日本造園建設業協会 会長
                 高梨 雅明  （一社）日本造園建設業協会 常任顧問　 
                 成家　岳   （一社）日本造園建設業協会 総務委員会広報部会長 

造園力による防災・減災、地域活性化への展望
自然と地域を活かす造園の知恵と技術

日々の業務と災害体験について

荒井 一行 氏

石出慎一郎 氏
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き、学習の場にもなります。同様に住宅
地の中に一時貯水池になる公園を作るこ
とで、減災対策ができます。
公園や学校などの公共の場所を利用すれ
ば税金をつかっての用地買収の必要もあ
りません。
　こうした対応策を具体的に造園から発
信していけばいいと思います。
荒井　雨水の活用は、東京の墨田区でも
助成金を出すなどして進めています。
　集合住宅や住宅地の古い公園は、公園
の利用が子どもたちからお年寄りに変化
し、実情にそぐわないものもあります。
　健康遊具などへの転化が図られたりも
していますが、防災・減災を含め、時代
に合わせた公園にしていくことが求めら
れます。そのためには、行政の施策に盛
り込んでもらう必要があると思います。

日本はまだそうした体制はありません
が、防災協定をコミュニティに広げるな
どの展開はできるかもしれません。
藤田　公共空間から個人宅まで、造園は
生活環境をつくり、守ってきており、い
ろいろな観点から提案できます。
　「雨樋切ろうよ」と住宅の雨水を下水
に流さない取り組みがあります。都市の
地下には数億～数百億円を投じた巨大な
貯水空間がつくられています。
　「山は自然のダム」と小学校で習いま
すが、都市も同じで、それぞれの敷地で
雨水を貯留した場合、ここの工費は数
十万円で貯留は数㎥と計算していけば、
費用と貯水量は計算でき、巨大施設と同
等の効果が得られるかもしれません。
　床上浸水だと住めなくなってしまうか
もしれませんが、床下浸水なら何とかな
ります。過剰な設備投資とその後の維持
管理は、行政の予算を圧迫し、結果的に
市民の税金が有効に使われなくなってし
まいます。ベトナムのホーチミン空港に
は、大きな溝があり、これで雨季の対策
をしています。
　九州大学の島谷先生は河川工学が専門
ですが、土壌の勉強は不可欠と、関東ロー
ムの浸透時間などのデータもお持ちで、
どの程度の対策が必要かは計算すれば分
かります。
　学校に池を作り、校庭の雨水は下水に
直接流さず、池に流してオーバーフロー
した水を浸透性のあるもう一つの池に流
すようにすれば、学校にビオトープがで荒井　勤務先が数カ所と防災協定を結ん

でいます。災害時にその通りに対応でき
るかというと、石出さんの言った通り、
気になる点も多々あります。職員は会社
の近くに住んでいるわけではなく、私も
小田原からの通勤で、いざというときに
駆けつけられるか心配です。
　例えば、東京都の第一建設事務所との
防災協定は、造園会社は当社だけで、震
度 6以上の場合、行政からの指示がなく
ても、その路線の調査を行うことになっ
ています。実際に訓練も行っており、自
動車は使えない想定から、電動自転車で
道路の調査を行いましたが、出動から報
告まで課題は山積しています。
　非常時なのでその時々の判断になると
思いますが、公園施設には、車止め、備
蓄倉庫など、普段施錠されているものも
多く、その対応も具体的に詰めていない
と分からないことがたくさんあります。
　大変なことですが、日々の業務に加え、
いざというときの備えをしておくこと
が、社会貢献の一つのあり方で、一企業
での対応が難しいこともあるので、業界
全体での取り組みが必要だと思います。
石出　震災前の県造協の防災協定につい
ては、平成 22 年に災害発生時の公園緑
地等の応急処置と状況の連絡でした。そ
の後、大雪の被害があり、平成 26年に、
大雪時の除雪作業協定を結び、道路協会
は重機でバス停を、造園協会は手作業で
駅周辺の歩道の点字ブロックを中心に両
側 50cmを除雪。作業時間は 9－ 5時で
実施写真を撮り、実費請求です。出動要

請は今までありませんが、試しに社内で
やってみると課題が分かりました。
正本　災害が起きた時、初動は社員、会
員の安否確認です。災害への対応は、二
次災害の危険性もあるので、すぐに行け
るわけではなく、情報収集が必要です。
　また、働き方改革もあり、社員にどこ
までやってもらうかを事前に話し合って
おくことも必要です。普段は KY 活動を
していても、被災地は状況が違い、自分
の身を自分で守らなければなりません。
　同じ災害対策でも、事前、直後、事後
の対応があり、造園の主たる提案は事前
になると思います。
　例えば、街路樹が倒れた場合、直後の
対応で、障害にならないよう撤去し、事
後に新植となりますが、まず、倒れた樹
木を悪者にしてはいけません。
　ちゃんとした環境に健全な樹木を育て
ることが事前の防災、減災であり、街路
樹の大切さをきちんと理解してもらい、
必要なスペース、土壌などを確保しなけ
ればなりません。この判断ができるのが
日造協の植栽基盤診断士でもあります。
　非常時も平時の延長線上にあり、いか
に快適で安全な生活環境を整えていくか
が、造園の仕事だと思います。そういう
意味では減災への取り組みを進め、「生
活基盤診断士」ができるくらいになった
らいいですね。
野村　アメリカには緊急事態管理庁
FEMA があり、ボランティアマネー
ジャーの派遣まで踏み込んだ具体のマ
ニュアルとその周知が図られています。

ないといけないので、その現場を離れら
れないというジレンマがありました。契
約制度という法的な面もあり、簡単では
ありませんが、契約制度の見直しも含め
た災害への備えは、必要だと思います。
藤田　広島と同時期の豪雨は、北九州市
にも被害を与えましたが、公園緑地の担
当課長が他の契約業務の工期延長も検討
し、区を超えての対応を指示されたので、
私も区を超えて対応に当たりました。幸
い業務は工期内に終わり問題はありませ
んでした。
　災害を踏まえた改善では、これからの
時代に人口が増えるのはごく一部の都市
だけで、税収も減る一方です。国や首長
さんは、山裾に住まずに安全なところに
住んでくださいなど、市民に我慢・辛抱
をお願いすることも必要です。
　コンパクトシティが国の施策になって
おり効率的な街への再編は必至です。数
人しか住んでいないところの水道、下水
道、法面などのメンテ継続は困難で、安
全や経済の面からも本気で取り組まなけ
ればならない問題です。
野村　大切なことですね。災害体験でな
くてもそのほかいかがですか。

丸山　勤務先の公園に大学生のインター
ンシップの方がきて、話をする中で気が
つきましたが、今の大学生は、阪神・淡
路大震災をリアルタイムに知りません。
防災公園を運営する立場として、伝えて
いくことの重要性を再認識しました。あ
れは大変だったという記憶があるとない
では大違いです。
落合　災害の体験というより、災害時の
プロとしての対応について思うところが
あります。前職での話ですが、災害が発
生すると、夜中でも真っ先に出先事務所
に行きました。災害復旧はしなければな
らない社会要求があるからです。当然、
経費は掛かりますが、費用は後で出ます。
　しかし、こうしたことを知らない方も
多く、災害対応業務に及び腰で、ボラン
ティアになってしまっているのではない
かと思います。災害の真っ只中ですから、
ハードワークで経験や知識も必要です
が、プロの職能を発揮しなければならな
い場面だと思います。
　こうしたことは、あまり議論されてい
ませんが、改めて災害時に造園のプロと
して何が出来るのかを考えておくことも
必要だと思います。
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災害の伝承と日常での体験が必要

落合 直文 氏

藤田　良司 氏

防 災 協 定 で 、 社 会 貢 献

つないでいくことが大切だと思います。
落合　もうすぐ関東大震災 100 周年で、
元明治大学教授の中林先生と、関東大震
災を現在の人たちが、どう理解している
かを知るためのアンケートなど、ワーキ
ングをしています。
　日造協の事務所近くに震災復興小公園
の元町公園がありますが、関東大震災の
ことを記すものは何一つありません。
　公園は、災害を伝承する装置として非
常に優れています。関東大震災の遺構は、
もうほとんど残っていませんが、墨田区
の横網町公園に銀座のデパートで焼け崩
れた鉄骨が展示してあり、慰霊堂もあり
ます。こうした公園だからできることに
もどんどん取り組めればと思います。
　アンケートは海外からの旅行者にも
行っており、地震のことを調べてからき
ている人が想像以上に多く、不安に思っ
ていることが分かりました。
　この方々は、地震対策の明記が少な
く、分かるようにして欲しいとのことで
した。国を挙げてインバウンドの増大を
図っていますが、災害対策はこうしたと
ころにもニーズがあります。
丸山　知っていただくことはとても大事
です。東京臨海広域防災公園は 2010 年
に開園し、被災した街のジオラマを活用
した災害体験もできるので、多くの方に
体験してもらいたいと思っています。

野村　公園のニーズは地域や時代によっ
て変わりますね。
　東京臨海広域防災公園は、それまでの
防災公園とは異なる発想で計画されたと
聞いています。防災公園は、平常時の利
用に災害時の機能が加えられますが、こ
の公園は大規模災害時の設計が先で、こ
れに平常時の利用を加えています。こう
いう発想の転換も必要だと思います。
　また、社会、業界、会社、個人、それ
ぞれの立場での災害対応が求められ、契
約制度も災害を想定した枠組みを構築し
ておく必要があります。、災害の記憶と
して祈念公園がつくられていますが、こ
うした施設とともに年に 1度は関連催事
などを通して、災害を再確認し、未来に

災 害 対 応 の ジ レ ン マ



野村　提案と発信が大切とのお話です
が、皆さんいかがですか。
落合　国や自治体の造園職の方には通じ
やすいですが、土木職、事務職の方だと
難しいことがあります。ここでも技術や
考え方の標準化は大事で、一企業より、
団体の提案の方が受け取りやすいと思い
ます。
正本　ダムなどの工事でも、サクラを植
えることは多く、桜守として土木関係者
や市民の方が集まっているところで話を
したとき、造園屋さんはそういうことを
考えて木を植えていたのかと言われまし
た。受発注の関係ではないところでの地
道な活動も大切だと思います。
　企業の森など、山での活動もしていま
すが、ここでは緑の効能などを分かって
もらう取り組みをしています。
　また、小学校では、「樹木博士になろ
う！」などの環境学習を 15 年続けてお
り、学校にある木を自分たちで良くして
いこうと土壌改良や剪定もしています。
そういうことを続けていけば、分かって
くれることもあります。ダイレクトでは
ありませんが、少しずつ緑のファンをつ
くることも造園人の重要な仕事です。
野村　杜の都の石出さんどうですか。

つでありたいとも思っています。
　小金井市では浸透桝と書いていなくて
も浸透桝にするのが当たり前、つまり標
準になっています。こうした状況になる
といいと思います。
野村　浸透桝は、昭和記念公園での実験
が一つの契機となり普及したと聞きまし
た。実験に参加したメーカーの方が無理
と思われていた江東デルタで実験したと
ころ、地下水面が広く、1mmの水位上
昇でも相当量が浸透することが分かった
そうです。
正本　植栽基盤も厚みがあれば、保水性
が増し、樹木の生育環境も良くなります。
そういう取り組みが必要ですね。
野村　いろいろと研究されてきた藤田さ
んいかがですか。
藤田　国土交通省から福岡空港近くの高
速道路下が殺風景なので緑化できないか
という話をきっかけに、何度も失敗しま
したが、高速道路上の雨水を地上に誘引
し、透水タイプのU字溝に流して、土壌
に浸透させる方法で緑化しました。

野村　AIPH（国際園芸家協会）が、「グ
リーンシティ」を掲げ、緑にあふれたき
れいな街として、グリーンインフラを含
めた世界的なデータベースを作ろうとし
ています。
　日造協は、日本を代表して AIPH に参
加しているので、日造協でまとめていく
のもいいかもしれません。防災研などで
の動きはありますか。
落合　グリーンインフラはありません
が、防災公園の事例収集はしています。
　「防災公園技術ハンドブック」を 2000
年と 2005 年、「施設資料」を 2004 年
に作成し、これらをまとめた「防災公園
技術ハンドブック　防災公園・施設資料
集」を 2015 年に発行しています。
　平成 27 年 9月に国総研が、防災公園
の計画・設計に関するガイドラインを改
定し、ホームページからダウンロードで
きます。また、防災にはコミュニティも
重要という話が出ましたが、コミュニ
ティを踏まえた管理の充実について、平
成 29年に一部改定が加えられました。
　これを踏まえて、防災研では、ガイド
ラインで書き切れないことを加えた副読
本となるよう「ハンドブック」の改訂版
の発行に取り組んでいるところです。
　先ほどの防災訓練のお話で、公園の鍵
の話が出ましたが、消防用の共通キーが
あり、私が設計する場合は、共通キーを
使用して、統一するようにしています。
　こうしたことも知られていませんが、
技術の標準化は大切です。標準化は、技
術開発への規制と誤解されたりします
が、標準化した方がいいものと、独自で
もいいものの整理が必要です。世界的に
技術の標準化が進められていますが、造
園は少し遅れているかもしれません。　
防災研は標準化のプラットフォームの１

　冬の寒い日に実施しましたが、うまく
火が起こせず、お湯も沸きません。先ほ
ど話に出ましたが、経験がいかに大事か
を皆さん痛感してくださいます。
正本　今の子どもたちは自由に使える広
場がなくなり、自由発想の遊びがしにく
くなっています。
　しかし、一昨年の都市公園法の改正な
どもありますが、もっと公園を活用しよ
うという時代になっています。あれもだ
め、これもだめではない公園から大きく
転換しようとしています。
　日本で一番古い世田谷の羽根木プレー
パークのように、広島のプレーパークで
も交渉を続け、様々な活動ができるよう
になってきました。
藤田　北九州市で「山田緑地×パルパー
ク・プロジェクト」が進んでいます。パ

　また、災害時は対策本部となるため、
一般利用はしませんが、リアルな災害体
験として、かまどベンチを使ったイベン
トなども行っています。
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ルパークは、「子どもたちにたくましく
生きていく力を！」をコンセプトにした
アウトドア雑誌「BE-PAL」の企画です。
　そのプロトタイプが、富士植木さんの
千葉の圃場でつくられ、雑誌に毎月その
様子が連載されましたが、当初はなかっ
た焚き火ゾーンも加えられました。
　山田緑地のパルパークは、参加者自身
が作り上げる公園として、森からとって
きたカズラを編んだブランコのある遊び
場があり、間もなく焚き火の学び場もで
きます。体験の場も必要ですね。
荒井　雪国の方には笑われますが、東京
など 2、3cmの雪で、交通が麻痺したり、
けがをする人が出ますが、これも経験不
足と言えるかもしれません。
　一方で、ハード自体が単一機能で効率
化し過ぎたため、いざというときに脆く

なっていることもあります。河川の整備
で洪水は減りましたが、地面が舗装で覆
われ、下水道に頼り切っていたため、都
市でもガード下や低い場所で、水害が起
きるなどしています。
藤田　広い視野での計画的なまちづくり
がこれからますます必要です。大手デベ
ロッパーさんなどは、災害なども踏まえ
た計画を行いますが、古くからの市街地
や地方では、自治体が勉強していないと、
なかなか改善や新たな計画ができず、事
業者への指導もできません。
　グリーンインフラの事例を集めたいと
思っていますが、今まで興味を持ってく
れる方が少ないのが実情でした。
　日造協でやったらいいと思います。

造園からの提案と発信で具体的成果を！

　その後、この工法を日造協から北九州
市に提案し、モノレールの駅下でも実施
しました。この事業によって雨水を地面
に浸透・貯留させて、川の負担を軽減す
るモデルを実証しました。そして、ビジ
ネスにしないといけないので、日造協と
して技術提案を行い、造園工事になりま
した。
　一方、北九州市の都市高速の下も下水
道直結だった雨水を高架下に活用し地被
で緑化しました。ただ、ここは油断して
土木発注になってしまい、造園工事はヘ
デラの植栽だけになってしまいました。
　河川敷への提案も行いました。洪水対
策として板櫃川の河川敷を広げて貯水
し、普段は広場として利用しようという
もので、増水時に芝が流されないよう
ネットを固定し、それに芝の根が絡む方
法を大分県支部で提案し、造園からの技
術提案で、躯体は土木工事になりますが、
通常の親水部分は造園工事になりまし
た。
　昨年の大雨では、２㎞下流で、溢れる
まであと 10 数 cm という危険水域まで
達しましたが、ここは大丈夫でした。

　北九州市の造園団体では、修景協会と
タイアップして専門家をお招きして毎秋
にシンポジウムを開催してグリーンイン
フラの啓蒙につとめています。
　我々が提案するよりも学識経験者が発
信する方が効果的だと思われます。
　こうした取り組みで、当初の担当者が
退職された後も事業が継続しています。
そういう発信を続けていくことが大切だ
と思います。継続は力ですね。

石出　標準化ではないですが、当然のこ
ととして理解が得られているとやりやす
いですね。
　理解を広げる点では、日造協の造園
フェスティバルも有意義な機会ですし、
地元の農業高校との交流も大事にしてい
ます。
　また、美味しい牡蠣は豊かな山がある
おかげと植林を続ける畠山さんの「森は
海の恋人」運動は有名ですが、造園以外
の方が木々や自然の大切さを訴えること
も多くなっていると思います。
　関東大震災後の復興に対応できる人材
を育てようと上原敬二先生が東京高等造
園学校をつくられました。こうした先達
の想いも含めて、将来に向けて造園の仕
事をしなければならないと思います。
荒井　造園と違う分野の方が、造園に関
心を持ってくれています。
　造園学会は産官学の方がいますが、造
園産業界は少なく、いろいろと呼びかけ
ていますが、なかなか造園産業界からの
参加者は増えず、増えているのは、土木、
建築の方々だったりします。
　研究論文だけでなく技術報告集、作品
選集などもあるので、もっと造園産業界
が参加し、発信されるといいと思います。

丸山　私は転職し、今の会社に入るまで、
公園で働いている人がいるということ自
体知らず、こういう仕事があるんだと驚
きました。
　造園学を専攻していない多くの学生
に、造園という世界の魅力はうまく伝
わっていないように思います。とても魅
力的な仕事なのに残念です。もっと積極
的に造園の魅力、楽しさを伝えていきた
いと思います。
　もちろん、そこには防災・減災技術も
含まれます。
藤田　私たち造園は、世の中のためにな
る仕事をしています。どんどん提案や素
晴らしさを伝え、ビジネスにも結びつけ、
さらに、世の中に役立つよう胸を張って
やっていきたいと思います。
野村　防災・減災から、コミュニティの
形成、インバウンド対策まで、造園にで
きることはたくさんあり、その提案とと
もに、どう発信していくかが大事である
と、今後の展望をいただきました。
　この紙面から造園の役割が多くの方に
伝わり、具体の成果につながっていって
欲しいと思います。本日はありがとうご
ざいました。

野村 徹郎 氏

丸山 浩司 氏

正本　大 氏
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